
6，水稲ぱ三論用の右のが多く．藺凶二物としての重嬰性は比藪鱈三斜又

灘瑚刎嘩が馴骸不振にしてt乃．今綾コンクリート察その他排＊：の

　畿履竈よくすぞことが虻要であ・ろ。

7普遍期右回緯晒の性格が強三三椥噸，超三三となっている・今三管

璽畑’を集面北することが望孝れな・

3　濠翻まかなり入っているが、地域内で飼料をまかなえ’ろようにしなくて

　1まならなu

9果樹薩現在の跡少いか・，本地域仁おい対よ一番將宗性のあ弓ものヒ“い之

　る。復も、導入する場合1娼去三三園の寒剛ピ騒種の統一奪が望まれう・

X蒲場吻閑楓裾道路綱ぞ研敏鷺剤牛なよりょくし御すればならず

　又皐い時期雪に共個翁荷前’を三二すろこどが反要であろ。

ro　本地域の三三広県下芽一め反当三三量を上げているが鵜稚蚕の共固飼

　葺反ぴ蓋桑育の普根回1てつと：吻ろべであろう。

蕉　尚．一部において本蛇戯を疏莱地：域，或1女：三三栽燈勉域ピし蕊うヒすろ

李も考えられてし堕が、金地床より麹・その気候条純ヌー市場ピの劇系か

　うみてこれ広あまワ望めない前であろう，　　　　　　　　一〉ズ　上一’
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噛フ’エノレトリコの地誌、

「沢

研究の目館ど方ヲ去　　．

　プエルトリコの自然

　プエルトリコの歴史醇省緊

　イスパニヤ♂）支瞬

　アメリカの支頃9

参葺≡…の一プ＝なノレ　トリ　＝コ

プエルトリコめ凝i畜

　維＝済的精轍

　プエルトリコの震蒙

　砂塘の生産二三

　製造隣

　末、力質旅の瀕発

林　　道子

米・倒に対『すろ．プエルトりコの結済的縮ぴつき

　　　　　　　　（34｝
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’亭蕨の嗣題

禰究の自鮨ど方ラ表

　プエルト、）コで広、ノく々がどのような生’活が営んでいうか、ヤ：：れな経回生

活畑中．勘にして瞬らカ・にしていく・のが、この三三の固詑であ・ろゼ

　けだし回忌蓉が終局的な閑肥を有すろ各地琢におけ有回向の各様の社を生

濡のあのオぱ、経i瘡留L度のあり方によって相：回しているかうであろゼ、

　プエルトリコぱ∴カリブ益の小島であるが・そ二1二は；自然餌に毛人文鮒ヒ

毛島余体と：しての楓性．ヒ，ならんで，島の内部での二様’陛で畜回して、謬概に

一蜘ヒしてしまう二とばできないが、ご二でば主どして錫三体とし初回性

をとり楓うヒとどめた．今日みわれる島め樹生一三の中心としての綴薫鰯幽

性一という毛の嫉．嬬が宅毎らさ飢毎，諮鱗やその繊董程をみる羽て主

あて鮒うかにさ老畜が．い：；｝窄むらの寧ぱ5く二三の入！での三三のパ1曽ク壮な脅て

いる島の維蒼礁造逡明らか1くずち上で二本鰍ニノ支瞬で虜ろ二とヒろで三白の

五ルト1）コの縫蒼地壇盤の二念よ、ビの稗dて三三た0であろう鵜そ

、力砿”地喫の註矯三二とゼ才し1二思いて県体鮪な発現鰺態なとろ臼三条麟ゲ導

の耀互禽運的把握によって硬鮮：さ；れろであろク，即ち，島が遇三三老、’舘にわ

たって綴験し勧スパゴア重商ま叢乙次、、庖フメリカ齢三三め姻脈よ

つてゼの言言的気展の下で雇職した勲記性律物への辱飼比，そ勉が今回めプ

エ1レト｝アコの経齎地域性であろ。ここで広．’この旅なエプルト｝｝コの：地：域性

璃威鋸程は：縦済溌展突にどど’め、三廻ぽあく迄・も今日のエプルトりコ：にあい

た，今旧エフ・1レトりぱ逼二人ロや矢禁の同顯等非常K四刻な向露を『抱えて

いうるそれ1よ単にプエ｝しトリコと．いう特殊な島の薗題のみでなく米趨という

大黄本主勧三二二三にあって現イヤの賛本三三三三のぞ躯三富に体麗し

てし1弓県｛然例の一つに鼠かな・らないσ

八王子盆地の地形と土地利用

古　川　贔　子9

　地彰と太逝剥用が三三課題となったこの準葡に於て、その構威は次め回り

であろ，虐Pち，送んだ：地域が1概；ねどの株な場；拶rか・をしる為、

　　　　　　　　　　　　　　　　（35）


